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は
じ
め
に
こ
の
年
の
最
も
大
き
な
話
題
は
、
３
月
末
の
観
世
能
楽
堂
の
閉
館
だ
ろ
う
。
観
世
能
楽
堂
は
昭
和
４７
年
、
大
曲
か
ら
渋
谷
の
松
濤
へ
移
転
。
そ
の
際
、
総
檜
の
舞
台
も
新
造
さ
れ
、
以
来
４３
年
間
、
観
世
流
の
本
拠
地
と
な
っ
て
き
た
が
、
近
年
は
建
物
の
老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
構
造
の
上
で
の
心
配
が
あ
る
こ
と
や
、
住
宅
地
で
あ
る
た
め
建
て
替
え
も
難
し
い
こ
と
か
ら
閉
館
を
決
意
し
た
と
い
う
。
移
転
先
は
、
観
世
家
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
る
銀
座
に
２
０
１
７
年
春
オ
ー
プ
ン
の
複
合
施
設
「
銀
座
シ
ッ
ク
ス
」。
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
た
閉
館
の
話
題
の
中
に
、
観
世
清
和（
清
河
寿
）氏
の
「（
開
場
当
時
の
舞
台
は
）檜
の
粉
が
拭
い
て
も
拭
い
て
も
わ
き
出
て
、
木
く
ず
の
中
で
舞
っ
た
。
開
場
数
十
年
、
檜
の
匂
い
が
し
た
」
と
い
う
思
い
出
を
伝
え
る
も
の
が
あ
り（「
産
経
ニ
ュ
ー
ス
」
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
。
２
０
１
５
年
１
月
４
日
配
信
）、
印
象
深
か
っ
た
が
、
そ
の
舞
台
は
解
体
し
新
能
楽
堂
に
移
築
す
る
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
松
濤
の
能
楽
堂
で
は
、
３
月
２７
日
か
ら
３０
日
の
四
日
間
、「
観
世
能
楽
堂
さ
よ
な
ら
公
演
」
が
催
さ
れ
た
。
各
日
の
上
演
曲
と
シ
テ
は
次
の
通
り
。
・
３
月
２７
日
井
筒（
野
村
四
郎
）
安
宅（
観
世
銕
之
丞
）
・
３
月
２８
日
昼
羽
衣（
谷
村
一
太
郎
）
正
尊（
観
世
清
河
寿
）
・
３
月
２８
日
夜
松
風（
梅
若
玄
祥
）
土
蜘
蛛（
観
世
恭
秀
）
・
３
月
２９
日
道
成
寺（
観
世
清
河
寿
）
石
橋（
山
階
彌
右
衛
門
、
観
世
芳
伸
）
・
３
月
３０
日
翁（
観
世
清
河
寿
）
鶴
亀（
観
世
芳
伸
）
猩
（々
関
根
祥
六
）
ま
た
、
雑
誌
『
観
世
』
は
４
月
〜
６
月
号
に
て
小
特
集
「
さ
よ
な
ら
観
世
能
楽
堂
」
の
企
画
を
組
み
、
４
月
号
に
「
観
世
能
楽
堂
閉
場
に
あ
た
っ
て
」（
観
世
清
和
・
観
世
銕
之
丞
・
関
根
祥
六
・
観
世
喜
之
・
梅
若
玄
祥
執
筆
）と
能
楽
堂
フ
ォ
ト
ツ
ア
ー
①
、
５
月
・
６
月
号
に
、
児
玉
信
「
観
世
能
楽
堂
の
軌
跡
そ
の
壱
・
弐
」
と
能
楽
堂
フ
ォ
ト
ツ
ア
ー
②
③
を
掲
載
、
６
月
号
に
は
、
３
月
の
「
さ
よ
な
ら
公
演
」
の
簡
単
な
記
録（
村
上
湛
・
天
野
文
雄
・
増
田
正
造
・
松
岡
心
平
執
筆
）も
掲
載
し
て
い
る
。
右
の
児
玉
稿
に
よ
れ
ば
、
観
世
能
楽
堂
で
の
公
演
は
計
７
３
３
７
回
を
数
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
飯
田
橋
近
く
の
大
曲
に
あ
っ
た
能
楽
堂
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
も
は
や
数
少
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
松
濤
の
観
世
能
楽
堂
を
知
ら
な
い
人
た
ち
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
場
所
も
人
も
移
り
変
わ
っ
て
い
く
能
界
展
望
（
平
成
二
十
七
年
）
山
中
玲
子
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の
は
当
然
の
こ
と
で
、「
◎
◎
を
知
ら
な
い
世
代
」
と
「
知
っ
て
い
る
世
代
」
は
、
い
つ
の
世
も
ゆ
っ
く
り
と
交
代
し
な
が
ら
能
の
歴
史
を
支
え
て
き
た
の
だ
。
人
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
年
も
、
観
世
幽
雪
氏
、
近
藤
乾
之
助
氏
を
は
じ
め
、
長
く
能
界
の
中
心
に
い
ら
し
た
方
た
ち
と
の
お
別
れ
が
あ
っ
た
。
能
を
と
り
ま
く
世
界
も
能
界
自
体
も
、
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。
気
が
つ
け
ば
、
稽
古
を
回
数
券
制
に
し
て
い
る
と
い
う
話
も
そ
う
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
た
。
新
作
能
や
復
曲
が
珍
し
か
っ
た
時
代
に
は
、
そ
れ
が
そ
の
年
の
能
界
を
特
徴
づ
け
る
出
来
事
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
や
日
常
茶
飯
事
と
な
っ
て
い
る
。
海
外
公
演
も
同
様
だ
。
以
前
の
よ
う
に
大
型
予
算
を
組
ん
で
大
々
的
に
出
か
け
る
と
い
う
よ
り
、
最
小
限
の
人
数
、
短
期
の
日
程
で
、
多
様
な
地
域
に
向
け
て
発
信
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
試
み
を
、
能
楽
タ
イ
ム
ズ
や
そ
の
他
の
記
録
か
ら
集
め
て
こ
こ
に
ま
と
め
て
記
録
し
て
お
く
こ
と
の
意
義
は
も
ち
ろ
ん
あ
ろ
う
が
、
特
殊
な
形
態
ば
か
り
を
強
調
す
れ
ば
、
通
常
の
公
演
に
現
れ
る
変
化
が
見
え
な
く
な
る
お
そ
れ
も
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
現
在
の
能
界
を
取
り
巻
く
問
題
は
、
各
流
定
例
公
演
の
よ
う
な
従
来
型
の
催
し
に
お
け
る
観
客
の
高
齢
化
や
減
少
、
素
人
弟
子
の
減
少
な
ど
に
、
現
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
本
誌
の
「
能
界
展
望
」
の
あ
り
方
も
、
考
え
直
す
べ
き
時
が
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
で
は
、
な
る
べ
く
新
し
い
動
き
に
目
を
向
け
な
が
ら
も
、
こ
の
年
の
能
界
の
様
子
が
わ
か
る
よ
う
な
出
来
事
や
催
し
を
拾
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
網
羅
主
義
を
取
る
力
も
時
間
も
な
い
の
で
、
当
然
触
れ
る
べ
き
で
き
ご
と
を
落
と
し
て
い
る
場
合
も
あ
ろ
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
冒
頭
に
掲
げ
た
「
観
世
能
楽
堂
さ
よ
な
ら
公
演
」
の
ほ
か
、
一
般
社
団
法
人
能
楽
会
の
新
会
員
披
露
記
念
会（
３
月
１７
日
観
世
能
楽
堂
。
無
料
）が
行
わ
れ
、
新
会
員
に
よ
る
舞
囃
子
、
独
鼓
、
仕
舞
、
袴
狂
言
等
の
披
露
が
あ
っ
た
。
１０
月
９
日
の
銕
仙
会
定
期
公
演（
宝
生
能
楽
堂
）は
、
同
会
の
９０
周
年
記
念
を
銘
打
っ
た
催
し
。
番
組
は
通
常
通
り
の
構
成
で
、
狂
言〈
連
歌
盗
人
〉（
野
村
万
作
）、
能〈
江
口
干
之
掛
〉（
観
世
銕
之
丞
）。
こ
の
ほ
か
、
個
人
の
還
暦
や
喜
寿
、
卒
寿
な
ど
を
祝
う
催
し
や
、
故
人
の
追
善
の
会
も
数
多
く
あ
っ
た
が
、
省
略
す
る
。
【
復
興
支
援
能
】
震
災
後
四
年
目
の
こ
の
年
も
、
復
興
支
援
能
が
複
数
行
わ
れ
て
い
る
。
◎
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
「
小
牧
能
」
２
月
２８
日
。
小
牧
市
市
民
会
館
ホ
ー
ル
。
能〈
吉
野
天
人
天
人
揃
〉（
今
澤
美
和
）・
狂
言〈
佐
渡
狐
〉（
井
上
松
次
郎
）・
能〈
船
弁
慶
前
後
之
替
〉（
久
田
勘
鷗
）ほ
か
。
◎
第
五
回
「
東
日
本
大
震
災
義
援
能
」
３
月
１０
日
。
京
都
観
世
会
館
。
主
催：
京
都
観
世
会
有
志
、
協
賛：
京
都
ワ
キ
方
高
安
流
有
志
、
京
都
能
楽
囃
子
方
同
明
会
有
志
。
昼
夜
二
部
制
。
半
能〈
絵
馬
〉（
片
山
九
郎
右
衛
門
）・
能〈
一
角
仙
人
〉（
浦
田
保
親
）ほ
か
舞
囃
子
・
仕
舞
等
。
◎
第
五
回
「
東
日
本
大
震
災
義
捐
能
」
３
月
１１
日
。
大
阪
能
楽
会
館
。
主
催：
大
阪
地
区
能
楽
師
有
志
。
能〈
羽
衣
和
合
之
舞
〉（
梅
若
猶
義
）・
半
能〈
融
〉（
大
西
礼
久
）ほ
か
舞
囃
子
・
仕
舞
・
一
調
・
一
管
等
。
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◎
「
息
吹
の
会
」
４
月
２２
日
。
須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
。
能〈
小
鍛
冶
黒
頭
〉（
観
世
清
河
寿
）・
狂
言〈
棒
縛
〉（
善
竹
富
太
郎
）ほ
か
舞
囃
子
・
仕
舞
等
。
同
会
に
つ
い
て
は
、
本
誌
４０
号
「
能
界
展
望（
平
成
２４
年
）」
参
照
。
◎
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
「
東
北
の
芸
能
Ⅵ
〜
み
ち
の
く
の
オ
ニ
〜
」
４
月
１１
日
。
国
立
劇
場
。
宮
城
県
「
大
室
南
部
神
楽
」「
田
村
三
代
」、
岩
手
県
「
鬼
剣
舞
」、
秋
田
県
「
男
鹿
の
ナ
マ
ハ
ゲ
」、
岩
手
県
「
野
田
村
の
な
も
み
」
と
と
も
に
、
山
形
県
「
黒
川
能
」
の〈
黒
塚
〉
（
黒
川
能
上
座
）上
演
。
【
新
作
・
復
曲
・
他
ジ
ャ
ン
ル
と
の
融
合
な
ど
】
こ
の
分
野
で
は
、
国
立
能
楽
堂
、
横
浜
能
楽
堂
、
豊
田
市
能
楽
堂
な
ど
、
公
共
の
能
楽
堂
で
の
意
欲
的
な
催
し
が
目
立
っ
た
。
主
な
催
し
は
以
下
の
通
り
。
◎
国
立
能
楽
堂
企
画
公
演
「
能
を
再
発
見
す
る
Ⅵ
―
世
阿
弥
の
花
筐
―
」
２
月
１９
日
。
世
阿
弥
作〈
花
筐
〉に
本
来
あ
っ
た
曲
舞
は
、
現
在
の
「
李
夫
人
の
曲
舞
」
で
は
な
く
金
春
流
の
み
に
残
る
「
曙
の
曲
舞
」
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
に
基
づ
く
復
曲
。
３
年
が
か
り
で
全
６
回
の
シ
リ
ー
ズ
企
画
〔
能
を
再
発
見
す
る
〕
の
最
終
回
。
大
槻
文
蔵
、
福
王
茂
十
郎
ほ
か
。
◎
横
浜
能
楽
堂
特
別
公
演
２
月
２１
日
。
復
曲〈
綾
鼓
〉。
浅
見
真
州
、
福
王
茂
十
郎
ほ
か
。
観
世
流
で
は
六
百
年
ぶ
り
の
復
曲
を
謳
う
。
竹
本
幹
夫
・
三
宅
晶
子
監
修
。
◎
豊
田
市
能
楽
堂
特
別
公
演
３
月
１５
日
。
復
曲〈
吉
野
琴
〉。
片
山
九
郎
右
衛
門
、
宝
生
欣
哉
、
竹
市
学
、
林
吉
兵
衛
、
国
川
純
、
前
川
光
範
ほ
か
。
◎
新
作
能〈
針
間
〉披
露
公
演
３
月
１６
日
。
国
立
能
楽
堂
。
梅
原
猛
作
。
半
能
形
式
で
の
上
演
。
大
槻
文
蔵
、
藤
田
六
郎
兵
衛
、
田
辺
恭
資
、
上
田
哲
也
ほ
か
。
◎
新
作
能
「
オ
セ
ロ
」
４
月
２６
日
。
大
阪
府
羽
衣
学
園
講
堂
。
泉
紀
子
脚
本
・
作
詞
、
辰
巳
満
次
郎
節
付
・
演
出
。
辰
巳
満
次
郎
、
和
久
荘
太
郎
、
福
王
和
幸
、
野
村
萬
斎
、
竹
市
学
、
大
倉
源
次
郎
、
大
倉
慶
乃
助
、
中
田
弘
美
ほ
か
。
◎
新
作
能〈
冥
府
行
〜
ネ
キ
ア
〜
〉ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ
ア
東
京
公
演
。
７
月
１５
日
。
国
立
能
楽
堂
。【
能
楽
の
国
際
化
】
の
項
参
照
。
◎
復
曲
能〈
菅
丞
相
〉
８
月
２
日
。
京
都
芸
術
劇
場
春
秋
座（
京
都
造
形
芸
術
大
学
内
）。
大
槻
文
蔵
節
付
・
型
付
・
演
出
、
天
野
文
雄
監
修
。
大
槻
文
蔵
、
大
槻
裕
一
、
福
王
茂
十
郎
、
茂
山
茂
、
杉
市
和
、
吉
阪
一
郎
、
河
村
大
、
前
川
光
長
ほ
か
。
◎
「
寂
寞
―JA
K
M
A
K
―
」
９
月
１０
日
。
福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
。
梅
若
玄
祥
、
葉
加
瀬
太
郎
ほ
か
。
前
年
京
都
上
賀
茂
神
社
で
の
催
し
の
再
演
。
◎
国
立
能
楽
堂
企
画
公
演
新
作
能〈
紅
天
女
〉
９
月
２５
日
。
美
内
す
ず
え
作
「
ガ
ラ
ス
の
仮
面
」
よ
り
。
梅
若
玄
祥
、
福
王
和
幸
、
茂
山
七
五
三
、
茂
山
千
三
郎
、
藤
田
六
郎
兵
衛
、
大
倉
源
次
郎
、
亀
井
広
忠
、
加
藤
洋
輝
、
観
世
喜
正
ほ
か
。
月
影
千
草
役
の
朗
読
に
岩
崎
加
根
子
。
◎
現
代
能〈
長
崎
の
聖
母
〉
１１
月
３
日
。
長
崎
大
学
。【
能
楽
の
国
際
化
】
の
項
参
照
。
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◎
万
作
を
観
る
会
狂
言〈
楢
山
節
考
〉。
１１
月
２５
日
・
２９
日
。
国
立
能
楽
堂
。
深
沢
七
郎
原
作
、
岡
本
克
巳
脚
色
、
野
村
万
作
演
出
。
昭
和
３２
年
１２
月
「
第
１４
回
冠
者
会
」
で
上
演
さ
れ
て
以
来
５８
年
ぶ
り
の
再
演
。
野
村
万
作
、
野
村
萬
斎
、
深
田
博
治
ほ
か
。
◎
新
作
能〈
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
〉
１２
月
８
日
。
国
立
能
楽
堂
。
上
田（
宗
片
）邦
義
作
、
野
村
四
郎
節
付
・
作
舞
、
笠
井
賢
一
演
出
。
野
村
四
郎
、
鵜
澤
久
、
松
田
弘
之
、
古
賀
裕
己
、
大
倉
正
之
助
、
徳
田
宗
久
ほ
か
。
【
能
楽
の
国
際
化
海
外
公
演
な
ど
】
従
来
は
、
能
楽
の
国
際
化
と
は
ほ
と
ん
ど
、
日
本
の
プ
ロ
の
能
役
者
が
海
外
に
出
向
き
、
古
典
作
品
を
上
演
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
本
年
の
例
で
言
え
ば
、
４
月
１３
日
〜
２０
日
、
観
世
流
の
長
島
忠
侈
ら
一
行
に
よ
る
メ
キ
シ
コ
公
演
は
、
古
典
作
品〈
葵
上
〉の
上
演
と
外
国
人
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
た
、
従
来
型
の
海
外
公
演
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
現
在
で
は
、
こ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
以
外
に
も
、
多
様
な
国
際
化
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
に
向
け
て
能
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
企
画
、
海
外
の
素
材
を
も
と
に
英
語
で
作
ら
れ
た
能
の
外
国
人
に
よ
る
上
演
、
現
代
的
な
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
作
の
海
外
で
の
上
演
な
ど
、
こ
の
年
に
目
に
つ
い
た
新
し
い
動
き
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
は
、
海
外
公
演
を
三
件
。
◎〈
長
崎
の
聖
母
〉ア
メ
リ
カ
公
演
戦
後
７０
年
に
当
た
り
、
観
世
流
の
清
水
寛
二
ら
一
行
が
、
長
崎
の
原
爆
を
題
材
に
し
た
現
代
能〈
長
崎
の
聖
母
〉（
多
田
富
雄
作
）を
上
演
。
５
月
１４
日
〜
１６
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
。
５
月
２０
日
、
ボ
ス
ト
ン
昭
和
女
子
大
学
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
。
能
の
中
に
あ
る
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
の
部
分
は
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
聖
歌
隊（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）と
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
聖
歌
隊（
ボ
ス
ト
ン
）が
協
力
し
て
歌
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
同
じ
く
戦
争
の
悲
惨
を
描
く
能
と
し
て〈
清
経
〉も
上
演
。
出
演
は
、
清
水
寛
二
、
殿
田
謙
吉
、
小
笠
原
匡
、
松
田
弘
之
、
飯
田
清
一
、
白
坂
信
行
、
田
中
達
、
西
村
高
夫
ほ
か
。
Ｎ
Ｙ
州
立
大
学
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
等
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
わ
れ
た
。
１１
月
に
は
、
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す
科
学
者
が
集
う
世
界
大
会
「
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
」（
長
崎
大
学
）で
も
上
演
。
◎
エ
ル
サ
レ
ム
植
物
園
で
の〈
祈
り
〉奉
納
宝
生
流
の
辰
巳
満
次
郎
ら
一
行
に
よ
る
特
別
公
演
。
５
月
２７
日
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
エ
ル
サ
レ
ム
市
植
物
園
。
エ
ル
サ
レ
ム
市
、
日
本
大
使
館
、
エ
ル
サ
レ
ム
ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
外
務
省
の
主
催
。
演
目
は〈
羽
衣
〉と
、
今
回
特
別
に
用
意
し
た
、
平
和
の
た
め
の
舞〈
祈
り
〉。
夜
間
の
上
演
で
、
公
演
の
「
デ
ジ
タ
ル
掛
け
軸
」
と
呼
ば
れ
る
光
に
よ
る
演
出（
長
谷
川
章
）
が
施
さ
れ
た
。
◎「
冥
府
行
〜
ネ
キ
ア
〜
」
７
月
２４
日（
金
）・
２５
日（
土
）
ア
テ
ネ
・
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
梅
若
玄
祥
ら
一
行
が
、
古
代
の
野
外
円
形
劇
場
で
上
演
。
ホ
メ
ロ
ス
の
叙
事
詩
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
」
第
１１
歌
・
ネ
キ
ア
の
章
を
原
作
と
す
る
。
能
本
補
綴：
笠
井
賢
一
。
節
付
・
作
舞：
梅
若
玄
祥
。
演
出
構
成：
ミ
ハ
イ
ル
・
マ
ル
マ
リ
ノ
ス
。
能
楽
囃
子
監
修：
大
倉
源
次
郎
。
制
作：
ア
テ
ネ
・
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ダ
ン
ス
ウ
エ
ス
ト
。
東
京
公
演
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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に
よ
り
出
演
者
と
配
役
を
記
す
。
梅
若
玄
祥（
テ
イ
レ
シ
ア
ス
、
鷹
の
魔
女
キ
ル
ケ
ー
）、
観
世
喜
正（
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
）、
馬
野
正
基（
母
ア
ン
チ
ク
レ
ア
）、
角
当
直
隆（
妻
ペ
ネ
ロ
ペ
イ
ア
）、
山
本
則
重（
狂
言
お
か
し
）、
山
本
則
秀（
狂
言
う
れ
い
）、
西
尾
萌（
子
方
）、
山
崎
正
道
・
梅
若
基
徳
・
小
田
切
康
陽
・
馬
野
正
基
・
角
当
直
隆
・
谷
本
健
吾
・
松
山
隆
之
・
御
厨
誠
吾
・
川
口
晃
平
・
梅
若
雄
一
郎（
以
上
コ
ロ
ス
）。
囃
子
方
は
、
竹
市
学
、
大
倉
源
次
郎
、
成
田
達
志
、
亀
井
広
忠
、
前
川
光
範
。以
上
の
海
外
公
演
は
、
ど
れ
も
能
の
表
現
形
態
が
持
つ
可
能
性
や
そ
こ
で
表
現
し
う
る
内
容
の
普
遍
性
・
現
代
性
を
意
識
し
た
、
新
し
い
試
み
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
だ
が
、
能
楽
の
国
際
化
は
、
海
外
に
出
て
行
く
の
で
は
な
く
国
内
で
待
ち
構
え
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
も
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
人
だ
け
が
能
の
国
際
化
に
貢
献
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
の
こ
と
を
示
す
例
を
以
下
に
挙
げ
る
。
◎
「
ブ
ル
ー
・
ム
ー
ン
・
オ
ー
バ
ー
・
メ
ン
フ
イ
ス
〜
能
エ
ル
ビ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
」
５
月
２３
日
。
谷
中
「
繪
処
ア
ラ
ン
ウ
エ
ス
ト
」
ア
ト
リ
エ
。
能
の
基
本
的
な
技
能
を
し
っ
か
り
と
学
び
な
が
ら
英
語
能
の
上
演
な
ど
を
続
け
る
「
シ
ア
タ
ー
能
楽
」
と
、「
繪
処
ア
ラ
ン
ウ
エ
ス
ト
」
と
の
協
力
に
よ
る
ア
ト
リ
エ
公
演
。
午
後
２
時
と
７
時
の
昼
夜
二
部
制
。
能
上
演
の
前
に
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
マ
ー
ト
に
よ
る
解
説
。
デ
ボ
ラ
・
ブ
レ
ヴ
ォ
ー
ト
原
作
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
マ
ー
ト
作
調
。
舞
台
美
術：
ア
ラ
ン
・
ウ
エ
ス
ト（
屏
風
絵
、
中
啓
）、
北
澤
秀
太（
面
）。
ジ
ョ
ン
・
オ
グ
ル
ビ
（ー
シ
テ
）、
ジ
ュ
ベ
レ
ス
・
モ
ア（
ワ
キ
）、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
マ
ー
ト（
地
頭
・
ア
イ
狂
言
）ほ
か
。
◎N
oh
T
heater:B
eyond
W
ords,B
eyond
B
orders
（
能
こ
と
ば
を
超
え
て
、
世
界
へ
向
け
て
）
１１
月
２１
日
。
十
四
世
喜
多
六
平
太
記
念
能
楽
堂
。
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
主
催
。
英
語
能
や
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
狂
言
に
取
り
組
む
演
者
を
迎
え
、
日
本
語
と
英
語
２
カ
国
語
に
よ
る
仕
舞
の
比
較
上
演
や
、
間
狂
言
を
英
語
で
演
じ
る
２
カ
国
語
混
交
の
能
〈
黒
塚
〉を
上
演
。
装
束
・
面
・
楽
器
に
触
れ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
マ
ー
ト
、
大
島
輝
久
、
茂
山
童
司
、
長
島
茂
ほ
か
。
【
そ
の
他
の
新
し
い
試
み
・
新
し
い
動
き
】
新
作
・
復
曲
・
海
外
公
演
と
い
っ
た
活
動
以
外
で
も
、
通
常
の
古
典
作
品
の
上
演
の
仕
方
に
新
し
い
意
識
が
生
ま
れ
て
き
た
り
新
た
な
方
法
が
工
夫
さ
れ
た
り
し
て
い
る
例
も
、
増
え
て
い
る
。
◎
多
武
峰
談
山
能
５
月
１９
日
。
談
山
神
社
権
殿
。
能
楽
の
故
郷
を
意
識
し
た
催
し
。
演
能
後
に
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
あ
り
。
多
武
峰
式
〈
翁
〉（
観
世
喜
正
・
林
宗
一
郎
）、〈
千
手
〉（
観
世
清
和
）ほ
か
。
◎
糺
勧
進
能
５
月
３０
日
。
賀
茂
御
祖
神
社（
下
鴨
神
社
）境
内
中
央
舞
殿
。
同
社
の
式
年
遷
宮
に
合
わ
せ
、
寛
正
五
年
の
糺
河
原
勧
進
能
の
舞
台（
橋
掛
が
後
方
へ
伸
び
る
）を
再
現
し
て
の
上
演
。〈
賀
茂
素
働
〉（
観
世
清
和
・
宝
生
欣
哉
ほ
か
）。
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
糺
河
原
勧
進
猿
楽
と
は
何
だ
っ
た
の
か
―
足
利
将
軍
と
能
楽
―
」（
５
月
９
日
下
鴨
神
社
参
集
殿
）も
あ
り
。
従
来
も
廃
絶
曲
の
復
元
や
演
出
上
の
工
夫
と
い
う
点
で
実
演
者
と
研
究
者
が
協
働
す
る
こ
と
は
多
く
あ
っ
た
が
、
右
の
二
つ
は
ど
ち
ら
も
、
よ
り
広
く
文
化
史
的
な
視
野
の
中
で
の
試
み
と
言
え
る
。
特
に
談
山
能
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は
能
役
者
の
側
で
積
極
的
に
進
め
た
企
画
で
あ
り
、
演
者
の
間
に
も
、
能
の
ル
ー
ツ
や
往
古
の
能
を
と
り
ま
く
社
会
・
文
化
的
状
況
に
関
す
る
関
心
が
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
◎
鵜
澤
久
の
会
研
究
公
演
女
性
の
地
謡
に
よ
る〈
卒
都
婆
小
町
〉
７
月
１１
日
。
喜
多
六
平
太
記
念
能
楽
堂
。
野
村
四
郎
を
シ
テ
と
し
、
鵜
澤
久
が
地
頭
を
勤
め
る
女
性
の
地
謡
で
演
じ
る
。
ワ
キ
は
森
常
好
、
囃
子
は
松
田
弘
之
、
吉
阪
一
郎
、
亀
井
忠
雄
。
鵜
澤
久
以
外
の
地
謡
は
、
今
村
都
、
津
村
聡
子
、
谷
村
育
子
、
長
宗
敦
子
、
山
村
洋
子
、
後
田
洋
子
、
鵜
澤
光
。
女
性
が
能
を
舞
う
機
会
は
増
え
た
が
、
多
く
の
場
合
、
女
性
の
シ
テ
が
男
性
の
地
謡
に
支
え
ら
れ
て
舞
う
と
い
う
形
に
な
る
。
そ
の
中
で
女
性
に
よ
る
地
謡
の
あ
り
方
を
真
剣
に
追
求
し
て
き
た
鵜
澤
久
が
、
男
性
の
シ
テ
に
よ
り
老
女
物
の
能
を
女
性
の
地
謡
が
謡
う
と
い
う
新
し
い
挑
戦
を
し
た
の
が
右
の
催
し
で
あ
る
。
◎
大
蔵
流
五
家
狂
言
会
５
月
３０
日
。
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
能
楽
堂
。
歴
史
も
芸
風
も
違
う
狂
言
方
大
蔵
流
の
五
家（
大
蔵
弥
右
衛
門
家
・
茂
山
千
五
郎
家
・
茂
山
忠
三
郎
家
・
善
竹
家
・
山
本
家
）の
若
手
１７
人
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
会
。
公
演
は
二
部
制
で
、
第
一
回
の
演
目
は
、
一
部：
〈
昆
布
売
〉（
善
竹
富
太
郎
）、〈
口
真
似
〉（
善
竹
忠
亮
）、〈
武
悪
〉（
山
本
則
重
）。
二
部：
〈
仏
師
〉（
茂
山
良
暢
）、〈
佐
渡
狐
〉（
大
蔵
千
太
郎
）、〈
髯
櫓
〉（
茂
山
逸
平
）。
狂
言
は
、
家
ご
と
、
親
子
兄
弟
ず
つ
に
か
た
ま
り
が
ち
で
、
細
胞
分
裂
の
よ
う
に
細
か
く
分
か
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
が
宿
命
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
に
逆
ら
う
よ
う
に
こ
う
し
た
会
が
生
ま
れ
る
の
は
た
い
へ
ん
有
意
義
な
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
れ
と
は
別
に
、
流
儀
を
超
え
て
、
大
蔵
流
と
和
泉
流
の
若
手
狂
言
師
の
立
合
狂
言
会
と
い
う
試
み
も
２
０
１
４
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
栄
誉
・
受
賞
◎
芸
術
院
賞
・
恩
賜
賞（
平
成
２６
年
度
）
柿
原
崇
志
能
楽
囃
子
方
と
し
て
多
年
に
亘
り
能
楽
の
振
興
発
展
と
継
承
者
育
成
に
寄
与
し
た
業
績
に
対
し
◎
春
の
褒
章
紫
綬
褒
章
観
世
清
和
◎
文
化
功
労
者
野
村
万
作
◎
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
片
山
九
郎
右
衛
門
◎
日
本
芸
術
院
新
会
員
一
噌
仙
幸
◎
文
化
庁
長
官
表
彰
野
口
敦
弘
◎
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
小
寺
佐
七
・
大
倉
源
次
郎
本
誌
４１
号
彙
報
参
照
◎
催
花
賞
な
ご
み
狂
言
会
チ
ェ
コ
本
誌
４１
号
彙
報
参
照
日
本
能
楽
会
・
能
楽
協
会
関
係
◎
日
本
能
楽
会
【
役
員
構
成
】
《
会
長
》野
村
四
郎
《
常
務
理
事
》金
剛
永
謹
・
観
世
清
和
・
亀
井
保
雄
・
豊
嶋
三
千
春
・
粟
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谷
能
夫
・
高
安
勝
久
・
荒
木
賀
光
・
山
本
東
次
郎
《
理
事
》喜
多
六
平
太（
相
談
役
）・
宝
生
閑（
相
談
役
）・
梅
若
玄
祥
・
浅
見
真
州
・
高
橋
忍
・
金
春
安
明
・
武
田
孝
史
・
藤
田
六
郎
兵
衛
・
観
世
新
九
郎
・
亀
井
実
・
小
寺
佐
七
・
茂
山
千
五
郎
・
野
村
萬
斎
《
監
事
》小
林
与
志
郞
・
櫻
間
金
記
《
顧
問
》西
野
春
雄
【
会
員
数
】（
平
成
２６
年
７
月
現
在
）５
１
２
名
◎
能
楽
協
会（『
会
員
名
簿
』
平
成
２７
年
版
よ
り
）
【
役
員
構
成
】
《
理
事
長
》野
村
萬
《
副
理
事
長
》観
世
銕
之
丞
《
専
務
理
事
》本
田
光
洋
《
常
務
理
事
》武
田
宗
和
・
香
川
靖
嗣
《
理
事
》一
噌
隆
之
・
井
上
裕
久
・
大
倉
源
次
郎
・
大
蔵
千
太
郎
・
金
井
雄
資
・
観
世
元
伯
・
観
世
喜
正
・
國
川
純
・
種
田
道
一
・
辻
井
八
郎
・
中
村
邦
生
・
成
田
達
志
・
廣
田
幸
稔
・
藤
波
重
彦
・
前
田
晴
啓
・
森
常
好
・
山
本
章
弘
《
監
事
》大
塚
和
成
・
中
村
元
彦
・
大
和
滋
《
顧
問
》観
世
清
河
寿
・
金
剛
永
謹
【
会
員
数
】
１
２
３
１
名
シ
テ
観
世
４１１
金
春
１０７
宝
生
１９３
金
剛
７８
喜
多
４７
小
計
８３６
ワ
キ
高
安
１４
福
王
１６
宝
生
２６
小
計
５６
笛
一
噌
１１
森
田
４５
藤
田
４
小
計
６０
小
鼓
幸
３０
幸
清
９
大
倉
１７
観
世
７
小
計
６３
大
鼓
葛
野
１０
高
安
１２
石
井
９
大
倉
１０
観
世
２
小
計
４３
太
鼓
観
世
１７
金
春
２０
小
計
３７
狂
言
大
蔵
７６
和
泉
６０
小
計
１３６
支
部
別
東
京
５８６
名
名
古
屋
９９
名
北
陸
８５
名
京
都
１４７
名
大
阪
１５１
名
神
戸
４７
名
九
州
８９
名
本
部
扱
２７
名
物
故
者
●
片
山
幽
雪
シ
テ
方
観
世
流（
本
名
・
博
太
郎
）
１
月
１３
日
、
敗
血
症
の
た
め
逝
去
。
享
年
８４
。
昭
和
５
年
、
片
山
九
郎
右
衛
門
家
八
世
博
道
の
長
男
と
し
て
京
都
に
生
ま
れ
る
。
観
世
華
雪
・
雅
雪
に
師
事
。
平
成
７
年
日
本
芸
術
院
会
員
。
１３
年
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
各
個
指
定（
人
間
国
宝
）に
認
定
。
２１
年
文
化
功
労
者
。
日
本
能
楽
会
会
員
。
●
安
藤
一
郎
シ
テ
方
観
世
流
。
１
月
１１
日
、
肺
炎
の
た
め
逝
去
。
享
年
９０
。
●
近
藤
乾
之
助
シ
テ
方
宝
生
流
５
月
１
日
膵
臓
が
ん
の
た
め
逝
去
。
享
年
８７
。
昭
和
３
年
生
ま
れ
。
近
藤
乾
三
の
長
男
。
父
及
び
宝
生
九
郎
重
英
、
宝
生
英
雄
、
野
口
兼
資
に
師
事
。
平
成
７
年
紫
綬
褒
章
、
１６
年
旭
日
小
綬
章
。
●
牛
窓
正
勝
能
楽
写
真
家
。
６
月
２３
日
、
膵
臓
が
ん
の
た
め
逝
去
。
享
年
８４
。
ウ
シ
マ
ド
写
真
工
房
主
宰
。
●
小
山
文
彦
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シ
テ
方
観
世
流
７
月
２０
日
、
肺
炎
の
た
め
逝
去
。
享
年
８０
。
昭
和
９
年
生
ま
れ
。
五
十
五
世
梅
若
六
郎
に
師
事
。
梅
若
会
所
属
。
●
山
木
ユ
リ
能
楽
研
究
家
。
８
月
１０
日
、
老
衰
の
た
め
逝
去
。
享
年
９６
。
●
今
井
泰
男
シ
テ
方
宝
生
流
１０
月
２８
日
肺
血
栓
塞
栓
症
の
た
め
逝
去
。
享
年
９４
。
大
正
１０
年
生
ま
れ
。
十
七
世
宝
生
九
郎
重
英
、
野
口
兼
資
、
近
藤
乾
三
、
高
橋
進
に
師
事
。
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